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ご指導・ご支援を糧に課題解決に勢いを（入団促進強化月間新設） 理事長　髙　橋　　信

　万物が清々しく輝く春がやってきました。

団員の皆様には、益々ご清栄のこととお喜び

申しあげます。

　昨年度は、皆様のお陰で、社屋竣工関係の

事業を無事終えることができました。

　竣工・祝賀会には、財団の役員の皆様から

多数ご参加いただき、多くの指導と激励を賜

りました。記念品については、「お箸ありがとうございます」「大切

に使います」「高級感がありますね」「家内も喜んでいます」等、

現職・継続を問わず多くの方から、メール、FAX、葉書を頂戴し

ました。加えて、新採用教職員の入団率が２年続けて90%を超え
ました。「管理職の先生、事務の先生、同僚の先生から、財団事業

のメリットを聞けたことが、入団のきっかけになった」との声も聞

こえてきます。陰に陽にご支援をいただいていることに、深く感謝

申し上げます。

　さて、このところ、大量採用世代の定年退職時期と少子化に伴う

児童・生徒数の減少期が重なり、学校の統廃合が進んでいます。こ

れは、新採用教職員数の減、現職団員数の減へとつながります。

　団員確保が当財団の重点課題です。具体的には、「新採用教職員

の入団率90%達成」と「新採用以外の未入団教職員の加入促進」で

す。そのため、４・５月を入団促進強化月間としました。因みに、

入団６か月を超えない場合の各種祝金や見舞金等の贈与は、規定額

の１/２となってしまいます。早期入団が何かと有利です。

　ところで、19年ぶりの日本出身横綱稀勢の里の四股名の意味は、

「稀な勢いで駆け上がる力士」だそうです。故鳴戸親方（横綱隆の

里）が15歳で入門した萩原少年の才能を見抜き、本人の納得の上

で、幕内昇進時に授けたと聞いています。苦節15年、稀勢の里

は、四股名に相応しい取り口で、ついに頂点に上り詰めました。親

方の思いとファンの声援をエネルギーに精進を重ねたことは想像に

難くありません。

　翻って、財団の事業運営のエネルギー源は何かと考えたとき、そ

の答えは、「団員の皆様の類い稀なご指導・ご支援」に行き着きま

す。財団は、各校長会等での分かりやすい説明や広報紙の充実に努

めます。その上で、皆様の力をお借りしながら、早期かつ高率の入

団実現をはじめとした今年度の課題解決への取組に勢いを付け、安

定的な事業運営につなげたいと考えています。

新潟県の文化財シリーズ
　浦佐裸押合祭りは、今から約1200年前、坂上田村麻呂がこの地に御堂を建て、守護仏の毘沙門天王を
祀って、部下の将士や村長や村人と共に国家安穏と戦勝を祈願し、あわせて五穀豊穣・家内安全・身体
健康を祈り、祝宴の中で歌い、踊って士気を鼓舞したことに起因するものと言われています。
　現在は、毎年３月３日に、上半身裸の男衆が「さんよ、さんよ」の掛け声とともに押し合い、一段高
いところに祀ってある毘沙門天を誰よりも早く、近くで参拝しようと押し合います。重さ約30kgの大
ローソクが灯されることから「大ローソク祭り」とも呼ばれています。

写真提供・文 大和観光協会

　資料提供 前南魚沼市立六日町中学校長　庭野　和也　様南魚沼市指定文化財・選択無形民俗文化財

■ 浦佐毘沙門堂裸押合大祭
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平成29年度　事業改定のお知らせ

平成29年度    普通厚生費贈与率 ・ 各種貸付利率一覧

　平成29年４月１日より、一部の貸付利率を次のとおり引き下げました。
　新たに貸付をお申し込みの際は、新利率の借用証書を使用してください。（厚生財団ホームページ
及び団員マイページからご利用いただけます。）

貸付利率の引き下げ

普通厚生費贈与率の見直し

新書式への変更と掲載

平成29年度

年1.5％

平成28年度

年0.12％
平成29年度

年0.09％

◇入学資金／学資金／災害資金は、年1.2％に据え置きます。

現在ご返済中の方へ　　返済月額の確認をお願いします
　新利率は現在の借受金残高にも適用されます。なお、返済方法・回数は変わりません。
　４月請求分から返済月額が変更されますので、「払込金・残高明細書」にてご確認ください。（臨
時で内入返済や例月追加控除をしていると月額が大きく変化する場合があります。）現職団員は
団員マイページから確認できます。

さらに利用しやすく
なりました！

収支の均衡を図るため、普通厚生費の贈与率を次のとおり引き下げました。

　厚生財団の書式を、貸付利率の改定及び、新潟市職員コード（８桁）の使用に対応した新書式へ
変更しました。
　厚生財団ホームページの「書式集」、団員マイページの「Ｗｅｂ申請書」ともに新書式を掲載して
いますので、必要に応じてダウンロード ・ 印刷をしてご使用ください。（各所属所への配付はあり
ません。）

普　通　厚　生　費 年0.09％ 引下

一般資金貸付金
生  活 自動車 結  婚 年1.50％ 引下
入  学 学  資 災  害 年1.20％ 据置

住宅 ・ 宅地資金貸付金 年1.50％ 引下

生　　　活 資金貸付金生　　　活 資金貸付金
自　動　車 資金貸付金自　動　車 資金貸付金
結　　　婚 資金貸付金結　　　婚 資金貸付金
住宅・宅地 資金貸付金住宅・宅地 資金貸付金

年1.8％

厚生財団　広報 №１１７ 2017.４.１
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　去る２月10日に｢平成28年度第３回理事会｣が開催され、平成29年度の事業計画および収支予
算が、慎重審議の結果、議決されましたのでお知らせいたします。

　平成29年度の課題として「未入団教職員の加入促進に向けた取組」、「安定した資産運用益の確保」、「収支
の均衡を図る事業見直し」、そして「団員の要望に応える取組」の４点を取り上げて事業を推進し、「さらなる安
定した基盤づくり」と同時に「財団のよさの周知」に努めてまいります。 

◆◆◆ 平成29年度予算  収支グラフ◆◆◆

普通厚生費贈与
3,160万円（0.5%）

特別厚生費贈与
1億2,520万円（2.2%）

教育文化活動･事業振興費･
諸費等 7,922万円（1.4%）
管理費

2億608万円（3.5%）

普

特

教
諸
管

貸付金返済元金
19億3,750万円（33.4%）

厚生資金積立金
25億3,000万円（43.6%）

預金利息･債券等利金
3億8,051万円（6.5%）

保険事務取扱手数料
3,400万円（0.6%）

貸付金返済利子
7,945万円（1.4%）

新規貸付金
17億2,500万円（29.7%）

厚生資金積立金払戻金
26億5,000万円（45.7%）

収入総額 58億　171万円
支出総額 57億9,960万円
収支差額 211万円

定期預金・債券等償還金
8億4,000万円（14.5%）

定期預金・債券等購入資金
9億3,250万円（16.1%）

予備費 5,000万円（0.9％）
雑収入等　25万円（0.004%）

１．具体的な施策
① ４月末の新採用教職員入団率が40%を超えた年

は、多くが年度末には90%を超えています。そこ

で、４~５月の２ヶ月を入団促進強化月間とし、

「４月末40%」「５月末50%」を達成していくこと

で、入団率目標90%に結びつけていきます。

② 役職員による「運用会議」を継続し、「資産運用取

扱要綱」を遵守した堅実な資産運用を実施してい

きます。そして、「保有期間」「利回り」「リスク」

等を十分精査して債券購入を進めることで、運用

収益の確保に努めていきます。

③ 「生活資金」「自動車資金」「住宅・宅地資金」「結

婚資金」の貸付利率を1.5%に引き下げます。収支

の均衡を図るため、普通厚生費の贈与率を0.09%

に引き下げます。

④ 多くの団員から寄せられた「教育文化活動に関す

る助成申請書及び完了報告書のホームページ掲

載」について、今年度から実施します。

⑤ 平成29年４月から実施の「教職員給与事務権限の

新潟市への移譲」について、該当する団員及び事

務担当者の「手続きの煩雑さ」「事務負担増」等が

できるだけ軽減できるよう、新潟市と情報交換を

行いながら進めていきます。

２．中・長期的な展望
① 新採用教職員数の減少と大量採用世代教職員の退

職が続き、今後も現職団員数の減少そして厚生資

金積立金の減少が予測されます。安定した財団運

営を進めるため、現職団員と継続団員の構成バラ

ンスによる「各事業の利用状況への影響」や「各事

業の運営経費の見直しの必要性」等について、年

度ごとに評価・検証していきます。

② 公的な活動助成金が年々減額されていることによ

り、益々当財団の助成事業に対して期待が集まる

と考えられます。そこで、事業の公共性、助成金

の使途等の観点から、より公正、公平な助成審査

を行っていきます。

③ 団員の退職後を見据えた計画的な準備が図られる

よう、今年度以降も「新潟県教職員年金制度」の必

要性やメリットについて周知に努めていきます。

④ 昨年末の糸魚川大火では、団員の被災はありませ

んでしたが、県内でも今後大規模な自然災害がい

つ起きても不思議ではない状況です。そこで、非

常時の団員支援のための財源確保と、各種見舞金

額の見直し等を検討していきます。

2017.４.１ 厚生財団　広報 №１１７
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お知らせ

請求しましたか？　～特別厚生費～

継続団員連絡会を開催します

　平成28年度分の普通厚生費（0.12％相当）を、年度末に積立金残高へ繰り入れました。

　以下のようなときに特別厚生費を請求することができます。請求期限は事由発生日から３年
となりますので、忘れずにご請求ください。

　今年度は以下のとおり、継続団員連絡会を開催します。ご案内は７月頃に送付しますので
皆様お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

　団員が結婚したとき　・・・・・・ 結婚祝金 （５万円）
    事由発生日：婚姻手続き完了の日、事実婚の場合は同居した日
　子どもが生まれたとき　・・・・・・      出生祝金 （２万円）
      事由発生日：子どもが生まれた日
　子どもが小学校に入学したとき　・・・     就学祝金 （２万円）
  　　     事由発生日：子どもが小学校に入学した年の４月1日
　その他、病気見舞金や香げ料、災害見舞金などの特別厚生費があります。

　普通厚生費の繰入額や、積立金残高の確認をお願いします。（「払込金・残高明細書」は４月
に限り全団員に送付しています。）また、積立月額や所属所、個人住所などが正しく出力され
ていない場合は、お手数ですが厚生財団までご連絡ください。

「払込金・残高明細書」をご確認ください

「以前に請求をしたか覚えていない」という方は、
厚生財団までご連絡ください。

※詳細は厚生財団ホームページの諸規程をご覧ください

地　　　区 開　催　日 会　　　場
上 越 地 区 ９月 6日（水） ホ テ ル ハ イ マ ー ト
中 越 地 区 ９月13日（水） ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 長 岡
下 越 地 区 ９月21日（木） ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟
佐 渡 地 区 ９月28日（木） 八　幡　館

普通厚生費を贈与しました

厚生財団　広報 №１１7 ２０１７.４.１
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人間ドック等受診料補助の申請について
　平成29年度の受診料補助要項を作成しまし

た。継続団員には、４月に自宅へ送付しました

のでご利用ください。また、現職団員は厚生財

団ホームページの書式集からダウンロードをお

願いします。

監査法人による残高確認
　１月に実施しました監査法人の残高確認調査

が無事に終了いたしました。調査対象に選ばれ

た方には御礼申し上げます。

特別厚生費の送金事務について
　年度初めは、就学祝金等の特別厚生費の請求

が集中するため、送金事務が遅れることがあり

ます。ご不便をおかけいたしますが予めご了承

願います。

■各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

会議室の利用案内
　厚生財団社屋の２階会議室をご利用いただけ

ます。会議室はつなげて利用することもでき、

最大80名程度の会議が可能です。

○利用者の範囲

　　厚生財団の団員が所属する団体

○利用時間

　　厚生財団業務日の９：30～16：30まで

　　準備・後片付けに要する時間を含みます。

○利用料

　　当分の間、無料とします。

○利用方法

　　２か月前から電話で受付します。

　�　�当日の利用後、会議室利用簿を記入してい

ただきます。

　詳細は厚生財団ホームページの諸規程をご覧

ください。

２０１７.４.１	 厚生財団　広報	№１１７
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☆この広報紙は地球の緑を守るため、再生紙を使用しています。
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睦
の
し
る
し
と
し
て
、
政
景
と
仙
洞
院
と
の

婚
姻
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
景
虎（
謙
信
）
公

ノ
御
姉
」
と
あ
る
の
が
仙
洞
院
。

○「
景
勝
公
御
年
譜
」
巻
26　
慶
長
14
年（
一
六
〇
六
）
春

２
月
15
日
の
条

　
「
米
府
ニ
於
テ
御
母
堂
逝
去
シ
玉
フ　
去
ル
冬
ヨ
リ
貴
體
霜
露
ノ

疾
ニ
侵
レ　

湯
薬
更
ニ
其
効
ナ
ク　

日
ヲ
遂
テ
危
篤
ニ
テ
終
ニ
泉

下
ニ
赴
玉
フ　

元
老
相
議
シ
葬
式
ヲ
イ
ト
ナ
ミ　

導
師
ハ
春
日
山

林
泉
寺
十
二
世
梵
堯
和
尚
是
ヲ
勤
ム　

御
法
名
ハ
仙
洞
院
殿
智
三

道
早
大
姉
ト
号
シ
奉
ル　

抑
母
公
ハ
長
尾
信
濃
守
為
景
ノ
御
女
ニ

テ
謙
信
公
ノ
姉
君
ナ
リ　

上
田
城
主
長
尾
越
前
守
政
景
ノ
内
助
ナ

リ　

政
景
没
後
春
日
山
北
ノ
丸
ニ
入
リ
玉
ヒ　

其
後
三
郎
景
虎
ノ

御
内
助
ト
同
ク　

御
舘
城
ニ
移
住
シ
玉
フ　

景
虎
没
後
再
ヒ
春
日

山
城
内
ニ
来
リ　

御
国
替
ノ
時
ニ
モ
會
津　

米
澤
マ
テ
来
ラ
セ
玉

ヒ　

一
生
ノ
間
半
ハ
辛
苦
ノ
ミ
ニ
掛
ラ
セ
玉
フ　

今
般
訃
音
ヲ
達

シ
ケ
レ
ハ　

公
遠
境
ヲ
隔
テ
終
焉
ノ
御
對
面
ナ
キ
ヲ
別
テ
悲
歎
シ

玉
フ　

近
侍
ノ
士
一
人
米
府
ニ
差
下
サ
レ　

御
追
膳
ノ
式
ヲ
仰
含

メ
ラ
ル
」

　
史
料
中
、
米
府
と
は
米
沢
、
御
母
堂
は
仙
洞
院
の
こ
と

で
あ
る
。ま
ず
、終
焉
の
地
米
沢
で
の
臨
終・葬
儀
の
様
子
、

法
名
な
ど
が
記
さ
れ
る
。「 

抑
そ
も
そ
も

母 

公
ハ
」
以
降
に
、
仙

洞
院
の
略
歴
が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
。
夫
政
景
の
死
後
、
春

日
山
城
へ
移
り
、
そ
の
後
は
、
娘
が
嫁
い
だ
上
杉
景
虎
の

御
館
城
へ
身
を
寄
せ
る
。景
勝・景
虎
の
壮
絶
な
内
戦（
御

館
の
乱
）、
景
虎
の
敗
北
、
娘
と
孫
の
自
害
を
目
の
当
た

り
に
し
た
後
に
、
再
び
春
日
山
城
へ
戻
り
、
以
後
息
子
景

勝
と
歩
み
を
共
に
し
て
い
く
。
史
料
中
に
あ
る
「
一
生
ノ

間
半
ハ
辛
苦
ノ
ミ
ニ
掛
ラ
セ
玉
フ
」
の
一
文
が
、
仙
洞
院

の
人
生
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 「
長
尾
政
景・
仙
洞
院
夫
妻
像
」
が
語
る
も
の

　
米
沢
市
の
常
慶
院
に
一
幅
の
掛
図
（
絹
本
着
色
、
五
〇
×

三
一
㎝
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
来
迎
を

中
心
に
、
そ
の
左
右
に
位
牌
を
か
た
ど
っ
て
政
景
・
仙
洞

院
の
法
名
、
そ
の
下
に
夫
妻
の
肖
像
が
描
か
れ
る
。

　
こ
の
掛
図
に
は
、
ほ
か
に
12
名
の
法
名
が
記
さ
れ
る
。

仙
洞
院
の
曾
祖
父
長
尾
重
景
・
祖
父
能
景
・
父
為
景
・
母

青
岩
院
な
ど
。
そ
し
て
、
夫
妻
の
間
に
は
、
御
館
の
乱
で

命
を
絶
っ
た
娘
華
渓
昌
春
大
禅
定
尼
と
孫
道
満
童
子
ら
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仙
洞
院
は
夫
政
景
を
は
じ

め
、
親
族
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
、
こ
の
肖
像
画
を
描
か

せ
た
の
で
あ
る
。
長
ら
く
仙
洞
院
が
所
持
し
て
供
養
し
、

没
後
に
縁
戚
に
当
た
る
常
慶
院
市
川
本
悦
和
尚
に
託
さ

れ
、
今
日
ま
で
寺
宝
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

戦
国
の
乱
世
を
生
き
抜
い
た
上
杉
謙
信
の
姉
　
仙
洞
院

後 

藤 

一 

雄
（
前
新
潟
市
立
浜
浦
小
学
校
長
）

 

資
料
に
よ
る
越
佐
女
性
の
歩
み 

新潟県歴史
シリーズ

第４回

長尾政景・仙洞院夫妻像 常慶院（米沢市）蔵
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